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事業計画期間 R7-R11年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

1,428,804千円
（1,092,004千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業 ✓ インフラ
整備事業 ✓ 事業分野（大項目） 強い経済分野

目的・効果
・公園内のユニバーサルフィールド化、インフラ改修、ふれあい交流センターの施設整備を一体的に行うことにより、大芝高原のブランドを向上し、利用者、観光消費額
を増やすことで、今後、大芝高原が持続可能で上伊那地域を代表する観光拠点として発展していくことを目指す。
また、広域の防災拠点として、施設の機能が最大限活用できるよう周辺エリアの避難所も含めた水道管路の耐震化を行うことで、有事の際に、防災・減災に対応でき
る拠点としての機能を維持できるようにしていく。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
〇ユニバーサルツーリズムに関する事業
〇地域資源を生かした新たな観光資源に関する事業
〇ふれあい交流センター大芝の湯リニューアル工事事業
〇ユニバーサルツーリズムに必要な公園内トイレ改修及び老朽化したアスレ
チック・遊具の更新
〇広域防災拠点の機能維持に必要な水道管路の耐震化
【ソフト事業】
・ツアーやイベント企画開催に係る経費（委託料）：1,800千円
・ユニバーサルツーリズムマップβ版作成（委託料）：700千円
・セミナー開催に係る経費（委託料）：900千円
・SNS運用方法を含むトータルプロデュース・ブランディング費（委託料）：1,900千円
・ＰＲ動画制作運用費（委託料）：2,000千円
・新商品開発費（委託料）：2,000千円
・プロモーション運営費（委託料）：1,900千円
【拠点整備事業】
・大芝の湯　リニューアル工事 957,804千円
【インフラ整備事業】
・大芝高原整備事業　34,000千円
・大芝高原周辺管路耐震化事業　89,000千円　

地域の多様な
主体の参画

　上伊那農業高等学校と共同で地元農産物等を活用した商品開発に取り組み、販路
開拓を推進するため、商工会議所等、地域内での連携を促進する。
　当該施設の指定管理者と南箕輪村観光協会と連携し、利用者の増加や地域住民、
関係人口との関係構築に繋げるイベントを開催してもらう。また住民代表（むらづくり委
員会）と連携し、利用者目線での意見を吸い上げ、事業内容への反映に取り組む。

主なKPI
※カッコ内の数値は実
施計画における「KPI
増加分の累計」の目

標値

①大芝高原の観光消費額　（＋1.03億円）
②大芝高原の利用者数（＋205千人）
③管路耐震化率（＋12.8％）
④「ふるさと名物」商品化件数（＋８件）

事業概要：グリーン・セーフティ・オアシス大芝高原プロジェクト
～緑豊かで安全な憩いの場を創出する取り組み～ 


